
  

【客観的な指標の算出について】 

 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

・学則第１２条１各授業科目の課程終了の認定は、原則としてその授業を

終了した学期末試験及びその他適当な方法で判定した成績により、所定の

単位を与える。２各授業科目の出席時間が指定時間数の３分の２(教育実

習・保育実習・介護実習については５分の４)に満たない者については、当該科

目の履修の認定をしない。第１３条１成績の評価は、Ａ(優)８０点以上、Ｂ

(良)７０点以上、Ｃ(可)６０点以上、Ｄ(不可)５９点以下とし、Ｃ以上を合

格とする。第１４条１本校を卒業するためには、こども未来学科の学生は

２年以上、こども教育学科は４年以上、介護ふくし学科及び健康スポーツ

学科の学生は２年以上在学し、別表第１、別表第２、別表３及び別表４に

定めるところによりこども未来学科スポーツ保育士コース（２年制）は９

３単位、幼稚園教諭・保育士コース（３年制）は９６単位、小学校/幼稚園

教諭・保育士コース（４年制）は１４５単位、こども教育学科は１８０単

位、介護ふくし学科は９０単位、健康スポーツ学科は７８単位以上を修得

しなければならない。２本校にこども未来学科は２年以上、こども教育学

科は４年以上、介護ふくし学科及び健康スポーツ学科は２年以上在学し、

本学則に定める授業科目及び単位数を修得した者については、校長が卒業

を認定する。３校長は、卒業を認定した者に対して卒業証書を授与する。

４本校のこども未来学科、介護ふくし学科及び健康スポーツ学科を卒業し

た者は、専門士と称することができる。こども教育学科を卒業した者は、

高度専門士と称することができる。５介護福祉士実務者研修を修了するた

めには、別表５に定めるところによる時間を修得しなければならない。  

第１５条１本校において取得することができる免許状及び資格の種類は次

のとおりとする。 

 

 
学    科 免許状及び資格の種類 

こども未来学科 保育士資格 

介護ふくし学科 介護福祉士受験資格 

健康スポーツ学科 介護職員初任者研修修了 

介護福祉士実務者研修 介護福祉士実務者研修修了 

  

 

２保育士の資格を取得しようとする者は、第１４条に規定する卒業要件を

充足し、かつ児童福祉法施行規則第６条の２第１項第３号の規定及び平成

２２年厚生労働省告示第２７８号に定める科目及び単位を含む別表１に定

める科目及び単位を修得しなければならない。３介護福祉士受験資格を取

得しようとする者は、第１４条に規定する卒業要件を充足し、かつ社会福

祉士介護福祉士学校指定規則第５条第３項に定める科目及び単位を含む別

表３に定める科目及び単位を修得しなければならない。 



  

４介護職員初任者研修修了の資格を取得しようとする者は、第１４条に規

定する卒業要件を充足し、かつ介護保険法施行規則第２２条の２３第２項

に規定する厚生労働大臣が定める基準（平成１８年厚生労働省告示第２１

９号）に定める科目及び単位を含む別表４に定める科目及び単位を修得し

なければならない。５介護福祉士実務者研修修了の資格を取得しようとす

る者は、第１４条に規定する修了要件を充足し、かつ社会福祉士介護福祉

士養成施設指定規則第７条の２第二項イに規定する厚生労働大臣が定める

基準（平成２３ 

年厚生労働省令第１３２号）に定める科目及び時間を含む別表５に定める

科目及び時間を修得しなければならない。上記学則第１２条から第１５条

の規定に基づき、授業計画の方法・基準を示したうえで、成績評価のため

の試験を実施し、実習成果及び授業履修状況を勘案し、就業成果を判定し

ている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 

 
 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

１．履修科目の試験結果を点数化し、全科目の合計点の平均を算出する 

（１００点満点で点数化） 

 

２．年２回の試験結果に基づき１の方法により学生毎の平均点を算出している。 

 

 

 


